















である。ここでは、本学においてその構築の仕組みを検討した結果を報告する。なお、本検討は、平成 22 年度・23 年度の 2 年間に
わたり学長特別研究として行った。
　University staff are producing vast amount of outputs through research, education and other related activities. However, such 
outcomes were difficult to have access through university channels. Rather we have relied on individual's names to retrieve such fruits. A 
recent trend is to collect and store them as database of the own organizations, to be accessible from the outside. Such system is called 
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けた大学図書館機能の改善について ( 報告書 )』で紹介さ
れている。
























2011 年 3 月末現在では、国立大学が 79 機関、公立大
学 13 機関、私立大学 47 機関、その他 8 機関となって
いる。






























（国立情報学研究所機関リポジトリ、平成 23 年度統計 15 より）
静岡文化芸術大学学術機関リポジトリの構築

























携支援事業の一環として、2012 年 4 月から「NII 共用
リポジトリサービス (JAIRO Cloud)」を提供することに
なった。JAIRO Cloud では、NII 内で開発した機関リポ
ジトリ・ソフトウェア WEKO をベースに、共用リポジト
リのシステム環境が提供される 14。





























































かが問題となる。学術機関リポジトリは、新たな情報発信図 3　独自構築と JAIRO Cloud 利用の比較
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付録
参考資料：試用版構築報告時のご案内（2012.04.10）
機関リポジトリに収録する成果物についてですが、以前ご意向を学科か
らの図書委員にお願いしてお伺いしたときと若干状況の変化がありまし
た。
国立情報学研究所が、論文などの公表刊行物についてはまとめてデータ
ベースに収録するサーバーエリアを提供する、という方針を打ち出しま
した。これは個別の教員・研究者が情報を提供してそれぞれの大学や研
究機関で個別の機関リポジトリを構築する、というこれまでのやり方と
は若干異なります。提供されるサーバを利用するという選択をしますと、
ウェブアドレスが少し違ってきますが、現時点でもいろいろなところに
リンクを張っているということを考えますと、本質的な問題では無さそ
うです。掲載されるデータに付随する情報は、これまでどおり教員が所
属する大学などが定型にしたがって用意することは変わりません。
もし国立情報学研究所のサーバを利用するとしますと、そこに掲載され
る情報は基本的には論文や論説など、伝統的な図書館での収集対象とな
ります。それ以外のものもいいということのようですが、大きすぎるも
のは不可、また映像のストリーミング配信はできないなど、一定の制約
があります。そこで、そのやり方ではウェブに載らないけれどぜひ対外
的に PR したい、といった内容のものを本学のウェブにおいて機関リポ
ジトリで掲載する、という役割分担になります。（本学のものを構築する
とすれば、上記の文献などは本学からのリンクになると思われます。使
う側からはあまり意識されないけれど、アドレスが少し異なってくると
いう意味です。）
つきましては、その場合どういったものが掲載対象候補として考えられ
るか、それぞれの関係範囲で思いつくものをお教えいただけると幸いで
す。その際、ファイルの大きさや種類も合わせてお教えください（たと
えば映像などですと、著作権の関係からストリーム配信しかできないと
か、という事情で、本学側で構築するしかないわけです）。
なお、以前参考例として挙げたものは下記のようになっています。この
うち、紀要とニュースレターの一部はすでに本学のウェブに掲載されて
いるので、機関リポジトリを正式に運用し始める際には、現状のままと
するか、それとも機関リポジトリのもとに移管統合するか、選択肢があ
ると考えられます。
また、雑誌掲載論文などはそれぞれの学会や出版社側からすでに検索可
能な情報として提供されている場合もあります（刊行後一年間は有料、
それ以降は無料で閲覧・ダウンロード可能という扱いになっているとこ
ろもあります）。
１）雑誌掲載論文・論説・解説など
２）学位論文（本学だと修士論文）
３）紀要論文
４）講義用資料
５）開催イベント記録（テープ起こし、映像記録、報告など）
６）ニュースレターなど
なお、本学独自で機関リポジトリを構築した場合はどうなるか、という
ことで作成した試用版は、
http://172.16.65.86/htdocs/
からアクセスすることができます。
※ただし、学内からのみですので、プロキシを経由しないように Web
ブラウザを設定する必要があります。　
